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背景・概要

取組内容

大阪市では「すこやか大阪21（第2次後期）」において、「すべての市民がすこやかで心豊かに生活できる活力あるまち・健康都市大阪の
実現」を基本理念とし、「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」を掲げ「生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底及びこころの健康づくり」の
ひとつとして「糖尿病の発症予防と重症化予防」を目指している。本市では妊娠糖尿病（ＧＤＭ）既往者」に注目し、約10年間、同既往の
ある産後数年の方を対象とした調査研究を実施。その結果、同既往者が産後数年で既往のない方に比べて血糖値が高く、その一方、
『自身が糖尿病ハイリスクであること』を知らない方、健診機会がない方が多いことが明らかになった。これをうけ、令和3年よりＧＤＭ
既往女性に対する啓発及び血液検査の機会提供を事業化した。

成 果

●健康情報と血液検査の機会提供で健康寿命の延伸に貢献

➡検査フロー

背景・概要

取組内容

吹田市では、平成25年6月の国立循環器病研究センター（以下「国循」）移転決定を機に、「健康・医療のまちづくり」基本方針を策定し、
循環器病予防のまちづくりの「吹田モデル」の創成による健康都市を目指している。北大阪健康医療都市（以下「健都」）では、健都なら
ではの特徴を活かし、  ⑴健康的なライフスタイルを無理なく生活の中に取り込めるような社会的・環境的アプローチ「くらしにとけこむ
健康づくり」と、　⑵産学官民が連携した「まちぐるみでの予防・健康づくり」に取り組んでいる。

●くらしにとけこむ健康づくり　多様な主体の連携や柔軟な発想により、健康無関心
層を含む地域住民の健康的な行動を促す取組を展開している。健都レールサイド
公園では、市民自ら予防・健康づくりを実践できる場として、国循などの監修の下、
多くの健康遊具やウォーキングコースを整備しており、隣接する健都ライブラリーと
ともに指定管理者による一体的な管理運営を行い、来館者が健康に「気づき」、「楽しみ」
ながら「学べる」、健康教室や運動プログラムを開催。地域包括支援センターや近隣
大学との連携で、高齢者や大学生との共同プログラムも実施しており、多世代交流・
生涯活躍の場としても活用している。
●まちぐるみでの予防・健康づくり　研究機関や企業、地域団体などと連携し、
新しい技術や知見を活用した取組を展開している。
　心不全重症化予防対策として、国循、市医師会との共同で取り組む健都循環器病
予防プロジェクトでは、市の健診受診者のうち研究同意者に対し、国循が開発した
リスクスコアとBNPに基づくリスク別のスクリーニングや保健指導を実施。さらに、
LINEを活用して、地域実証への参加募集や健康情報の発信などを行う会員制度を
運用し、産学官民連携の促進や、学校給食を通じた親子二世代の食育を目的とした
国循との共同研究による減塩メニューの提供、小売業者と連携した家庭への啓発にも
取り組んでいる。

成 果

●健康がテーマの図書館「健都ライブラリー」　健都ライブラリーは、医療やスポーツに
関する本を集めた「健康・医療・スポーツコーナー」や、血圧計や体組成計が設置
された「健康応援コーナー」があり、指定管理者による健康教室や多様な運動プログ
ラムとあわせて、来館者が自然と健康に触れる機会を提供している。（健康教室等：
1,097回、参加人数：計9,657人。令和3年度実績）
●健都循環器病予防プロジェクト　令和2年11月から令和4年７月までで
延32,000人が参加し、延1,000人に保健指導を実施。心不全という切り口で研究
機関・地域医療機関と連携して取り組み、保健指導への高い参加率（対象者の約３割）、
多い新規参加者（参加者の約半数が保健指導を受けた経験なし）、低い脱落率（３か月の
個別保健指導参加者の約５％）となっている。
　今後、参加者の健診などの情報や予後情報を分析することで、事業の改善を図ると
ともに、市の財政面に与える影響についても分析予定である。
●健都ヘルスサポーター制度を通じた地域実証など　産学官民連携の取組において、
地域実証への参加募集や健康情報などの発信を、LINEにより行う会員制度を令和4年
３月に開始（登録者1,037人 ※令和4年11月末日現在）。
　また、駅前商業施設に入っているフィットネスクラブをはじめ、同年８月までに企業に
よる実証事業(100人規模)を３件実施。

●具体的な検査フロー
①大阪市：対象者（※1）抽出
②大阪市：対象者へ啓発リーフレット及び健康チェック(血液検査)案内文書の送付
③対象者：健康チェック希望者は、案内に記載の手順でスマートフォンなどにより
委託業者のwebサイトから申込を行う（合わせて質問票・アンケートへの回答）

④申込者：委託業者から送付されたキットにより自己にて指尖採血し、返送
⑤申込者：（約1週間後）web上で検査結果を確認、事後アンケートに回答
⑥大阪市：委託業者から健康チェック受検者に関する質問票・アンケートデータ及び
　血液検査結果の提供
⑦大阪市：受診勧奨対象者（※2）に対し、受診勧奨文書と医療機関宛文書、協力医療
機関リスト（※3）を送付
⑧大阪市：3か月後、申込者に対しwebアンケートを実施
※1 対象者：事業実施前年度7月～当年度6月に3か月児健康診査を受けた児の母のうち、同健康診査質問票でＧＤＭ既往が

確認でき、健康チェック申し込み時点で市内居住の方
※2 受診勧奨対象者：HbA1c 5.6％以上
※3 協力医療機関リスト：大阪府内科医会所属の市内医療機関のうち、本事業の事後フォローへの協力に承諾してくださった
医療機関のリスト

●『糖尿病の発症予防』と受診勧奨を通じた『重症化予防』　令和3年は721名に
案内を送付、233名が血液検査を申込、実際に受検した方は185名であった。
このうち、特定保健指導対象に相当するHbA1c≧5.6%の方は63名で、うち2名は
糖尿病が強く疑われるHbA1c≧6.5%であった。これら63名に対し、個別に受診
勧奨文書を郵送した。
　ＧＤＭは糖尿病発症のハイリスクグループであることを認識している者や、産後も
定期的な健診や体重管理が必要と知っている者の割合が調査では低かった。分娩に
際し医療機関で説明があったとしても出産という大きなイベントとその後の多忙な
育児の中でその記憶が残らず、または優先度が低くなっている可能性がある。また、
健診機会を有しない方が多いことも明らかになっている。これらの方へ、健康情報と
血液検査の機会提供を行うことにより「正しい情報の提供と健康的な生活習慣獲得の
動機付け」及び「健診受診への動機付け」を行うことは、『糖尿病の発症予防』並びに
既に発症されている方への受診勧奨を通じた『重症化予防』につながり、健康寿命の
延伸に貢献できる。

●北大阪健康医療都市を中心とした健康・医療のまちづくり

➡健都ライブラリー

➡健都レールサイド公園

妊娠糖尿病既往女性に対する
糖尿病発症予防のための「健やかママの健康チェック事業」

大阪市健康局健康推進部健康づくり課受賞者 取組アクション

北大阪健康医療都市（健都）のまちづくり　
～健康づくりと医療イノベーションの好循環～

吹田市（大阪府）受賞者 取組アクション

厚生労働省 健康局長 優良賞11 厚生労働省 健康局長 優良賞11

評価委員による講評：下光 輝一

　従来の教育的・啓発的なアプローチのみでは健康づくりの成果がなかなかあがらない現状の中で、行政が、我が国の医療
研究のトップレベルにある国立循環器病研究センターの全面的な支援を受けて、医師会と連携しつつ、地域住民の予防医療と
健康の推進を「まちづくり」という環境整備の観点からアプローチを行うという新たな試みであり、高く評価したい。将来は全国に
展開していかなければならない活動であり、その成果が期待されます。また、市民の健康教室や運動教室も多様で、図書館（健都
ライブラリー）を健康づくりの拠点としている点もユニークです。

評価委員による講評：武見 ゆかり

　母子保健事業の１つである乳幼児健診を利用し、糖尿病発症のハイリスク集団である妊娠糖尿病（GDM）既往者にアプローチし、
女性の健康づくりに取り組んだ事例です。乳幼児健診は、地方自治体が行う保健事業の中で最も参加割合が高い事業です。出産
後の女性は育児に忙しく、自身の健康を振り返る余裕がなかなかありませんが、児の発育・発達の状態は確認したいからです。
令和3年の実績では、健康チェック受検者割合が26％と低いので、さらなる啓発をし、事業を発展させていただきたいと思い
ます。また、母子保健法に基づき、自治体には1歳6か月児、3歳児の健診が義務付けられていますから、対象者のフォローも
可能ではないでしょうか。今後の展開を期待します。
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（大阪府）
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